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塩原朝⼦（東京外国語⼤学 アジア・アフリカ⾔語⽂化研究所） 

 

本発表では、本ワークショップの基盤となった科研費プロジェクト「研究職を離れた⾔

語研究者が保持する⾔語データの適正再資源化のための基盤確⽴研究」(18H00661)の

メンバーからなる研究グループが 2019 年に譲り受けた⼟⽥滋博⼠の台湾原住⺠危機⾔

語・⽅⾔のデータの概要を⽰す。⼟⽥博⼠は 1960 年代から 20 年以上にわたり台湾原

住⺠語 16 ⾔語の調査を⾏った。これらの⾔語はそのほとんどがいわゆる危機⾔語・⽅

⾔である。上記プロジェクトが譲り受けたフィールドノート、カード、およびカセット

テープにはこれらの⾔語の単語・⽂例のみならず⾃然発話であるモノローグ（物語）や

歌謡の記録が⼟⽥博⼠による正確な転写とともに残されている。本発表ではこの資料の

今後の活⽤の可能性にも触れる。 

 
1. ⼟⽥博⼠の⾔語資料の譲渡を受けるまでの経緯 

本ワークショップの基盤となった科研費プロジェクト「研究職を離れた⾔語研究者が保持する⾔語

データの適正再資源化のための基盤確⽴研究(18H00661)2」は退職などで研究職を離れた⾔語学者

（や隣接領域たる⼈類学・⺠俗学などの研究者）が所有する現地調査資料を散逸させず、有効に活⽤

することを第⼀の⽬的としている。⼟⽥滋博⼠が収集した⾔語資料は、プロジェクトの企画段階から

我々の関⼼の対象であった。それは、この資料がいわゆる危機⾔語・少数⾔語である台湾原住⺠語3の

古くは 1968 年にさかのぼる記録であり、資料価値がきわめて⾼いことによる。 

プロジェクト発⾜後、かつて⼟⽥博⼠に師事した加藤重広博⼠、中川裕博⼠、および塩原が 2019 年

6 ⽉ 8 ⽇に⼟⽥博⼠の⾃宅を訪問し、資料を譲り受けた。 

2. ⼟⽥博⼠の⾔語資料の概要と今後の活⽤の⾒込み 
譲り受けた⾔語資料は台湾原住⺠語 16 ⾔語およびフィリピン諸語の調査の成果であるフィールド

ノート約 110 冊、カード約 10,000 枚、および⾳声を録⾳したカセットテープ 138 本、オープンリ

ール 39 本である。フィールドノートとカードはプロジェクトの研究協⼒者加藤幹治⽒がスキャンを

⾏い画像ファイル化し、カセットテープは業者にデジタル化を依頼した。⾔語資料が存在する⾔語・

 
1 本稿執筆に際して、台湾原住⺠語の専⾨家である⽉⽥尚美博⼠（愛知県⽴⼤学）に多くのご教⽰を受けました。厚く御礼申

し上げます。また本稿の草稿に対して貴重なコメントをくださった⼭越康裕博⼠（東京外国語⼤学 アジア・アフリカ⾔語⽂化

研究所）、加藤幹治さん（東京外国語⼤学⼤学院・⽇本学術振興会）に深く御礼申し上げます。 
2 https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-18H00661 
3 「台湾原住⺠語」は台湾先住⺠が話すオーストロネシア系の⾔語である。「先住⺠」という語は中国語ではすでに滅んだ⺠族

を指すため、ここでも現地の呼称を尊重し「原住⺠」という呼称を⽤いる。 

W-2-4

－340－



⽅⾔のリストと資料の概略、また関連する⼟⽥博⼠による研究成果、その他の著者による出版物をこ

の予稿末に補遺として掲載した。 

⼟⽥博⼠の興味の中⼼は台湾原住⺠語の歴史的分岐・分類であったため、資料の中⼼は図１（左）

のような単語データである。その⼀⽅で、⼀部の⾔語・⽅⾔については、図 1（右）のような⽂例、

および、図 2 のような⾃然発話のモノローグ（物語など）や歌謡の記録も存在する。さらにフィール

ドノートの項⽬に対応する録⾳も残されている。 

フィールドノートと対応する形で残されている⾳声資料から、調査協⼒者はいずれも各⾔語の流暢な

話者であったことが推察され、この資料が（その多くが）危機⾔語である台湾原住⺠語が⽇常のコミ

ュニケーションに⽤いられていた時代の姿を残していることがわかる。 

 
図 1 左: フィールドノート Saaroa1 p.4 より抜粋/ 右: フィールドノート Saisiyat_4 pp.38 より抜粋 

 
図 2 フィールドノート Yami_text_1, pp2-3 より抜粋 
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いくつかの⾔語のデータはすでに⼟⽥博⼠によって公刊された辞書や語彙集、およびテキスト集に

⽣かされている。またこれらのデータは⼟⽥博⼠が『⾔語学⼤辞典』において担当した台湾原住⺠語

12 ⾔語の項⽬内容の基盤でもある。今回譲り受けた⾳源に基づく⾳声データをこれらの出版物と関連

づけて公開することが、上記の研究成果の裏付けとなる。 

さらに、資料のうち物語や歌謡は各⾔語・⽅⾔のコミュニティにとってとりわけ貴重な⽂化遺産で

ある。これらは⼿書きの転写で残されており、⽇本語訳がついているのはその⼀部である。その内容

を明らかにするためには、既に出版された辞書などの情報に基づき、現地の研究者・話者の助けを借

りながらアノテーションをつける作業が必要である。 

現在、台湾原住⺠語の専⾨家であり、⼟⽥博⼠との共同著作がある李壬癸博⼠（台湾中央研究員⾔

語学研究所）と資料を共有し、活⽤について議論を⾏っている。今後は研究者、および⾔語コミュニ

ティが容易にアクセスできるような形での公開を⽬指している。 
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補遺 土田博士の台湾原住民語資料の概略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言語名 

（日本語） 

言語名 

（英語） 

方言 (明ら

かな場合) 
調査年 語彙 文例 texts 土田博士による成果物 

その他の著者による出版物 

（太字は辞書・文法書） 

アタヤル Atayal Squliq 他 1979 +   土田(1988a) Li (1981), 黃&吳 (2016) 

アミ Amis 

 

1980 + +  土田(1988b)  

Fey (1986), Tsukida (1993), 

Tsukida (2008), 沈 (2016), 呉 

(2016), Jiang (2019)  

カナカナブ Kanakanabu 

 

2000-

2013 
+   

Tsuchida (2003), 土田

(1988c) 

宋 (2016) 

カバラン Kavalan 

 

1969-

2001 
+ ＋  Li & Tsuchida (2006)） 

謝 (2016) 

サアロア Saaroa 

 

1968-

1970 
+ + + 土田(1989a) 

Pan (2012), 潘 (2018) 

サイシヤット Saisiyat 

 

1993-

1994 
+ + + 

Tsuchida (1964), 土田

(1989b) 

Yeh (1991), Yeh (2003), 

葉 (2016) 

サオ Thao 

 

1987 + + + 土田(1989c) Blust (2003), 簡 (2016) 

セデック Sedeq 

 

1979 + + + 土田(1989d) 
宋(2016), Tsukida (2005), 

Tsukida (2009) 

ツォウ Tsou Duhtu 他 1969 + +  

Tsuchida (1976), 

Tsuchida (1995), 土田

(1989e) 

張&潘 (2016), Zeitoun (2005) 
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譲り受けた資料には、フィリピン諸語（タガログ語、ハヌノー語、イバナグ語、イトバヤット語、バブヤン語）の資料も存在する。 

 

言語名 英語名 方言 調査年 語彙 文例 texts 土田博士による研究成果 
その他の著者による出版物 

（太字は辞書・文法書） 

パイワン Paiwan 
 

1981 +   土田(1992a) 
Ferrell (1982), Hans (2002), 

Chang (2006), 張 (2016) 

パゼッヘ Pazeh 

 

1969 +  + 
Li & Tsuchida (2001a), 

Li & Tsuchida (2001b)  

 

バブザ Babuza Taokas 1969 +     

パポラ Papora 

 

1969 +   Tsuchida (1982)  

ブヌン Bunun 
Takbanuað

他 
1969 +   土田（1992b） 

Huang & Shih (2016), Li 

(1988), De Busser (2009) 

ヤミ Yami 

 

1984 + + + 
Tsuchida & Yamada 

(1987), 土田 (1992c) 

何&董 (2016) 

ルカイ Rukai 

Mantauran, 

Budai、

Maga 他 

1970, 

1985 
+ + + 土田(1992c) 

Li (1973), Zeitoun (2007), 齊

莉莎 (2016) 
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